青山荘　　フェイスシート

平成18年　12月4日　担当：　山口　

	入　所　者
	氏　名　　伊藤　雄一　　　　様　　　　　男・女　　　　昭和　21年　7月　18日生（60歳）

	
	住　所　〒028-1131　岩手県上閉伊郡大槌町大槌24-30-15　　電話　0193-42-2830

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	な　し

	
	発症時期
	昭和56年7月頃（35歳頃）
	罹 患 期 間
	約25年

	
	入院回数
	　4回
	延べ入院年数
	　約21年

	医療機関
	　青南病院　（主治医　猪股Dr、田名部Dr）
	外来受診日
	金曜日（週　1回）

	医療区分
	岩手県市町村職員共済組合（家族　扶養）
	自立支援医療
	申請中
	手帳
	2級

	経済状況
	障害厚生年金2級（月額約9万円）　重度医療　無

	障害程度区分
	　未審査

	日中活動の場
	　青山荘

	住まいの場
	　青山荘

	入所年月日
	H18年　11月　11日
	身長
	178cm
	体重
	77kg

	最終学歴
	横浜市立大学　卒業
	免許・資格
	日商簿記検定1級

	職歴
	昭和54年～昭和55年　　　トラック運転手（仙台）

平成元年4月～6月頃　　　 パチンコ店

平成元年8月～11月頃　　　ヤマヨ水産

平成2年1月～2月頃　　 警備会社(横浜)
	

	保　護　者
	氏　　名　　　佐々木　彰子　　様　　　　　　　続柄　　妹　　

	長期目標
地域の社会資源を利活用しながら、自分らしい生活を送ることができる。

	入院・治療歴

	①昭和56年7月　　～　昭和57年1月　　　　　入院　　釜石精神病院

②昭和57年1月 　 ～　昭和59年10月　　　 　入院　　青南病院

③昭和61年3月　　～　平成1年10月 　　　　 入院　　青南病院

④平成2年2月   　～　平成18年11月11日　　入院　　青南病院

	生活歴

岩手県にて同胞3名の第2子として出生。盛岡第一高校卒業後、二浪し昭和41年横浜市立大学へ入学するが、1年時父が交通事故で亡くなり休学。1年後復学するも家業を継ぐことが重荷となり、不眠･自閉･拒否・不潔好褥・無為が出現する。昭和50年大学卒業後は3年ほどアルバイトや日雇い仕事をしながら実家でぶらぶらしていた。その後、仙台で1年程トラック運転手の仕事をするが、上記症状を呈し実家に連れ戻され単身で生活するも、粗暴行為（襖を壊す、窓を叩き割る）出現し、妹に連れられ釜石精神病院入院となる。その後、親戚の勧めで当院へ転院。昭和59年10月退院後、実家に戻り、通院・服薬継続しながら家業を手伝っていたが、「薬が合わない」との理由から3ヶ月で通院・服薬を中断したこと機に上記症状再燃し、昭和61年3月当院2回目の入院となる。入院中に、他交性・社会性の回復を目的に共同作業所を利用しながら、パチンコ店へ就職するがタバコの火の不始末で小火を起こし解雇。その後は、水産加工場へ長期アルバイト員として就職し、平成元年10月退院後はアパートにて単身生活となる。退院直後より、通院・服薬不規則で、約1ヶ月で通院中断し、薬は1度も服用していない状態であり、薬に対して拒否的発言（薬によって体がボロボロになり、薬に頼らず自分で治したい）が聞かれていた。また、無断欠勤続き職場から当院への問い合わせがあり、退院後1ヶ月で退職。その後、突然上京し横浜市の警備会社に就職したが、職場・寮内で身勝手な振る舞い等が目立ち解雇。姉が本人と病院との間を取り持って、電話等で当院へ連絡し本人へ受診をアドバイスし、平成2年2月6日当院医療保護入院となる。



	家族構成
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	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

　妹夫婦には子供がおらず、妹夫婦以外に頼れる人はいない状態。入院時には、面会の頻度は年１～２回であったが、妹氏の夫が定年退職となる来年以降は、面会に来る機会を増やしたいとのこと。

　経済面について、夫は地元役場の助役として勤務し、またアパート経営による収入もあり、経済面の問題はない。本人の障害年金は妹が管理しており、入所料を含め、毎月8.5万円を本人の銀行口座に振り込むこととしている。


平成　18年　12月　4日　（月）

	氏　名
	伊藤　雄一　様
	男・女
	生年月日
	　昭和21年　7月　18日（60歳）


	支援内容
	介入方法

	1 服薬の確実な継続
	・服薬ボードは本人管理とし、事務室前での服用から始め、1ヵ月後を目処に台所での服用に移行する。

・本人は服薬している限り再発しないと理解しながらも、再発を心配していることから、デイケアの服薬教室や青山荘の学習会を通して、服薬や再発について理解を深める。また、個別面談の機会をつくり、不安や悩みを傾聴する場を設ける。

	2 食事・間食を含む、食に対する意識付けについて
	・食べ物を大量購入し、一度に食べきる行為がある。その為、自炊を取り入れながら、食事内容の質や食の満足度を高め、ＱＯＬの向上につなげる。

・長期入院生活により形成された生活習慣の改善を目的に、食事摂取など食に関することは台所を利用し、飲み物はその都度冷蔵庫から取り出して飲む等、地域で生活しているということ（家庭生活）を覚えてもらう。

	3 デイケア通所・グループ学習に

よる対人関係技能の向上
	・デイケアメンバーとのふれあいを通して、協調性や他者との付き合い方を学ぶ

・地域で生活しているメンバーと交流をもつことで、地域生活への関心を持つ契機とする。


プラン計画者　　氏名：　山口　碧

	これまでの経過（最終評価日　H18年　11月　29日）

	　日中は新規入所者プログラムを実施。身の回りのことはほぼ自立しており、荘内の日課は拒否無く行っている。余暇時は部屋で読書や勉強（外国の法律書、ハングル語など）をして過ごすことが多く、週末には八戸駅前の図書館や散歩に出かけている。対人面において、荘内では、入院時より顔見知りの入所者とのかかわりが多く見られる。デイケア体験利用時は顔見知りのデイケアメンバー・デイナイトケアメンバーが多いこともあり、自分から話しかける場面も見られる。また、対人関係を苦手としているが、「デイケアは自分と同じようにコミュニケーションが苦手な人がたくさんいるので安心する」と話し、自発的にデイケア通所を希望する等、デイケア通所に関心がある様子。

　食事について、ジュースをペットボトルで一気に飲み干す（「全部飲まないと気が済まない」とのこと）ことがある。本人は飲みすぎであることを自覚し、極力ジュースは買わないようにしていると話すが、2日に1度はジュースを飲んでいる状態。また、多飲水（1.5lペットボトル4本/日）もみられる為、1日に飲む量を決めるとともに、ペットボトルは冷蔵庫に保管し、その都度コップに入れて飲む習慣をつけるよう促している。

余暇活用について、読書・勉強以外の趣味はなく、病棟での作業プログラム時には、いつも読書をしていたとのこと。その為、新規プログラムでは木工作品作りやパズル、食事作りなど、様々な事柄を体験する機会をつくり、興味・関心を広げ、余暇の充実が図れるよう取り組んでいる。


妹（55）岩手県 在住


〔保護者〕
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本人（60）













































































   父（昭和41年死去）























